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一内
藤雅雄教授履歴・業績
一
九四O年二一
月一
一四
日
福井県武生市
(
現・越前市)
にて出生
〔 学
歴 〕
一九六O年四
月
福井県立武生高等学校
を経て
、
東京外
国語大学
イン
ド・
パl
キス
ターン科
(ヒン
ディl語専攻)
に入学
一九六四年三月
間科を
卒業
(学士論文
「近代インドの
ヴェーダ1
タ思想」
)
一
九六四年四月
東京大学大
学院
人
文科学研究
科(
印度
哲学専攻)
修士課程に入
一
一九六七年三月
同科を
終了
(修士論文
「近代インド
思
想史
上のテ
イラク
」)
一〔
職歴
〕
一
一九六九年九月
東京外国語大学アジア・アフリカ
言語
文化研究所に助手として入所
一九
八四年四月
向上、
助教授
一
一九九四年四月
向上、
教授
一
二OO二年三月
東京外国語大学アジア・アフリカ
言語
一
文化研究所退職
二OO二
年四
月
専修大学文学部教授に就任
二O 年三月
専修大学
定年退職
一
非常勤講師
一
東京外国語大学外国部学部(
一九六八年四月1二OO一
一
年三月)
拓殖大学
(
一九六八年四
月1一九七O
年二一月)
­
信州大学人
文学部(一
九九二年八月、
集中講義)
東京大学教養学部
(一九九三年九月1一
九九四年三月)
一橋大学社会学部
(一九
九四年四月1一九 五
年三月)
日本大学生産工学部
(一九九九年八
月、
集中講義)
一
明治大学文 部
(二000年四
月1二OO二年三月)
一
日本大学文理学部
(二
000年九月1二OO二年三月)
専修大学文 部
(二000年二一
月、
集中講義)
〔参加研究プロジェクト〕
Oアジア・ア
フリカ
一言口語文
化研究所
共同研究プロジェクト
一
一
一九六九年九月1一九七一年四
月
一
「現
代イ
ンドの
民族統合と政治
的課題
」(
主査一
中村平治
一
氏)
-
一九六九年九月1一九七
一年四
月
「イ
ンド・パlキ
スター
ン現
代文学」
(主査ソ奈良毅氏)
一九七五年四
月1一九七九年三月
「イ
ンド・パlキ
スター
ン分
離独立の
史的研
究」
(主査一
中村平治氏)一九七七年七月1八月
一
アジア・アフリカ
言語文
化研究所言語
研修実施(マ
ラl
-
ティI語)
一
一九八四年四
月
j
一九八六年三月
一
「アジアの民族運動とその国
際関
係」
(主査一
中村平治
一氏
)
一
一九八七年四
月1一九八九年三月
「南
アジ
アに
おける
社会集
団形成過程
に関する比較研
究」
(主査一
内藤雅雄)
一
一九八七年四
月1一九八九年三月
一
「第三世界
と日本」
(主査一
中村平治氏)
一九八九年四月1一九九一年三月
一
「現
代世
界の地域統合と
エスニシ
ティ」
氏)
一九九O年四月1一九九五年三月「南アジア系移民
社会の研究
」(
主査一
内藤雅雄
)
一九九八年四
月iδ
00年三月
一
「独立
インドの政治と
カl
スト」
(主査一
内藤雅雄
)
一
二OO一年四
月1
二OO
二年三月
一
「アジア・アフ
リカ
における政治文化
の動
態」
(主査一
栗
一
原浩英氏)
O文部(科学)
省科学研究費による調査
一
一九七九年四
月1一九九二年三月
「南アジアの大河流域における農
村社会の
研究
」(代表一
一
原忠彦氏)
一九八三年四月1一九八五年三月
一
「環カ
リブ海
地域における複
合文化
の比較研究
」(
代表一
山口昌男氏)
一九八八年四
月1一九九O年三月
一
「イギリス連邦諸
国にお
けるインド系移
民社会の
研究
」一
(代表一
古賀正則氏)
一九九O年四月よ50一年三月
一
「国際学術
研究に関する
総合
調査
研究」
(代表一
石井滞一
氏)
一九九八年四
月1
二
OO一年三月
一
(主査一
中村平治
司「
南アジア世界の
構造変動と
ネット
ワーク
」([文
部科学省
一
科学研究費・特定
領域研究A
]
代表一
長崎暢子氏)
一
二OO一年四
月1二OO二年三月
-「
アジア・アフリカ
における多言語
状況と生活文化の動
一
態」
([文部科学省科学研究費・基盤研究
A
]代表一
梶茂
樹氏)
二OO
一年四
月1二OO二年三月
一
「アジア書字コ
ーパス
に基づく文字情報学の創成」
([文部
-
科学省科学研
究費・COE形
成基礎研究費]代表一
ベ1
リ・パl
スカ
ララl
オ氏)
二OO三年四月1二 O六年三月「フラ
ンス
革命
と日本
・アジアの近代化
」(
専修大学一文
一
部科学省オー
プ
ン・
リ
サー
チ
・セ
ンター
・
プロ
ジェク
一ト
)
一〔
所属学会〕
一
歴史学研究
会(
一九八二年1現在。
一九八二年五月1一九
一
八三年五月
委員)
一日
本
南アジア
学会
(一九八八年1現在。
一九九O年一
O月
一
1一
九九八年九月
常務理事一
二0
00年一O月1二
00
六年
月理事)
単 著 ・ 編 著 ・ 共 編 著
一
『環カ
リブ海
地域における複
合文化
の比較研究』
(山口昌男
・内
藤雅雄共
編)、
東京外国語大学アジア・アフリカ
一百一
語文化研究所
、
一九八五年
(執筆一
「西
インドの
東イン
ド人
|
トリ
ニダlド・
イン
ド人移民
の歴史を中心
に」、
一
一二九1一七
四ペ
ージ)
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23S。ロロ吉宗
一
色丹32。 mロ∞宮島2・5∞吋
一
『ガンディ1をめぐる青年群
像」
、
三省堂、
一九八七年
一
「もっ
と
知りたい
イン
ド」
I(
佐藤宏
、内
藤雅雄、
柳沢悠
一
共編)
、
弘文堂、
一
九八九年
(執筆一
「ヒ
ンドゥ
l・コミ
ユナリズム
とRSS」、
一一九1一四0
ペー
ジ)
一
「南アジア系移民
社会
の歴史と現状
イギリス
連邦諸
国を
一
中心
に」(内藤雅
雄編)
、
東京外国語大学アジア・アフリ
一
カ言
語文化研究所
、
一九九一
年(
執筆一
「南アジア系移
一
民の
諸
類型」、
一1七ペ
ージ)
〔研究成果〕
一
「近現代南アジアの社会
集
団と
社会
運動」(
内藤雅雄編
)、
一
東京外国語大学アジア・アフリカ言
語文化研究所、
一九
一九
一年
(執筆一
「マハl
ル・ワ
タ
ン廃止と
B-R・アl
一
ンベlド
カル」、
二
O 一
1二五四ページ)
-『都
市の顔・インドの顔』(坂田貞
二・内藤雅雄
・臼田雅之
一・
高橋孝信
共編)、春秋社、
一九
九一
年
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『解
放の
思想
と運
動』(内藤雅雄編、
叢書
「カl
スト制度
と
被差
別民」
第三
巻)
明石
書庖、一
九九四年(執筆一
「マ
-ハ
lラ
lシュトラにおける
不可触
民解放
の思想と
運動
」、
一一
五二
1一
二
0ペ
ージ)
一「現代インドの
展望
』(古賀正則、
内藤雅雄、
中村平
治共編)、
一
岩波書庖、
一九九八年
(執筆一
「イン
ドの民主主義とヒ
ンドゥl原理主義」、四九
1七
三 ペ
ージ)
一尽きさ円、ミ35&高岡。忌。忌ミ~切さ}db話
、司令同ミミ
EhRねなもSミミHRGNhHミ雪、
。告件。ιsn・
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『移民か
ら市民へ
|世界のイン
ド系コミュ
ニテ
ィ』
(古
賀正
一
則・内藤雅雄
・浜口恒夫共編)
、東京大学出版会
、二
O
00年(執筆一「カリブ海
地域にお
ける
「東イ
ンド人
社
一
会」
|特
に
トリ
ニダlドを中
心に」
二七
1四三
ページ、
一
「イ
ンド系南アフリカ人
の苦難
その抵
抗と妥協」
一
一四
1一
三0ページ、
「パー
ティーダ
lル(パ
テl
ル)|
グジャラ
lト
の農村か
ら世界へ
」二
八三
1 二
九三ペ
!
日ン)
『南
アジアの歴史
l複
合社会の歴
史と文
化』
(中村平治氏と
一
共編著)、三省
堂、二
OO
九年
(二刷)
歴史学研究会編「
世界
史史
料
8帝国主義と各
地の
抵抗一南
一
アジア・
中東・アフリカ』
(責任編集
一加
藤博・
栗田禎
一
子・永原陽子・
内藤雅雄
)、岩波書庖
、二
OO
九年
一O
一
月一
『ガンディ
!
とお金持ち」、
府中
市生涯学習
センタ
ー、二
O一
一O
年
三 月
一
Eテ
キスト・教科書
一
』gsghAE.S誌のさきさQHghhhgNSN~ミむさ忌子宮色宮件。
一
向。吋任命∞E3zb田空白mgEEgg。EωEEK'
一
ユg-gs。552-q。日。円。 EE5・巴吋。
「マ
ラl
ティ
1週間
テキ
スト」
(三
冊、一九七七年言語研修用)
、一
-
東京外国語大学アジア・アフリカ一言口語
文化研究
所、
一九
「現
代インド
の国家建
設と思想
としての社会主義
」、
岡倉古一
一七
七年
志郎
・江口朴郎
編「
苦悩するアジアの
民族」
(「
七0
年代
一『世界
史B』(西川正雄氏
らと
共著
)、
三省堂
、
一九九四年
のアジア」
五
)、
六三1九九ペ
ージ、
時事通信社、
一九
一
一「南アジアにおける民族
主義と
民主主義|インドの国民統
七三年一O月
一
一
合問
題を
めぐって」
、『
世界史B』(指導
資料)、
三四1一一一
「サ
I
タラlのチラティ
・サ
ルカ
lル
u農民運動|第二
一
一
六ページ、
三省堂
、一
九
九四年
次大
戦期イ
ンド民族運動の
一考察」、
「アジア・アフリカ
一
一『
世界史B』(西川正雄、
中村平
治、
矢津康祐、
飯尾秀幸
氏
言語文化研
究』
九号、
一1一一
一一一ペ
ージ、
東京外国語大学
一
一
らと共
著)、
三省堂、
二OO二一
年
ア
ジア・アフリカ言語文化研究所、
一 九
七四年一一月
-
「却
世紀初頭
のイ
ンドの植民
地支配と反
帝国主義
思想
1カ­
-E論
文
lズン、
モlリ
l・ミントl
体制と
B・G・テ
イラク
」、一
「インド
・コミ
ユナリズム
の歴史的展開
|宗教と政治、
そ「
アジア・アフリカ言
語文化
研究」
一一一号、
五九1二一
の一
断面l」
、『宗教と
社会』
七号、
一0
1一九ページ、
一ページ、
東京外国語大学アジア・アフリカ
言語文
化研
一
-〈
宗教と社
会〉研究
会(
東京大
学印度哲学専門課程)
、一
究所、
一九七六年一一月
一
一
九六五年
「現代インドの歴史研
究とその課題」、『歴
史学研究』
四四
一「近代イン
ド経済思想
試論|資
本主義に
形成とナシヨ
ナリ
一号、
二七
1三五ページ、
歴史学研究
会、
一九
七七年二
一
ズム
の歴史的
検討|」、
『鈴木学術財団
研究
年
報』
四号、
月
一
六六1八
0ページ、
鈴木学術財団、
一九六八年三月
「G
・パルレ
lカル
『ひとが
目覚める
時』
|あるアlデ
イ
一
一
「日本におけるガ
ンディ
l研究の
考察
」「
インド
文化』
九号、
ワlシl
解放
闘争につ
いて」
、「ア
ジア・アフリカ
言口語文
一
一
二三1四0
ペー
ジ、
H印
文化
協会、
一九六
九年一O月
化研究』
一六
号、
一六三1
一七七ページ、
東京外国語大
一
「イ
ンド
分離独立
と言語
問題
|ラlフル
の諸
説を
中心
に」、
学アジア・アフリカ言語文化研究
所、
一
九七八年一二月一
一山
口博一編
『
現代インドの研究
』二
四五1二六三ペ
ージ、
「イン
ド民族運動と国
民会
議派の組織」、『アジ
ア・アフリ
一
一
アジア経済研究
所、
一九
七二年三月
カ言語文化研
究』
一八号、
二一
j五
五ページ
、東
京外国
一
一語大学アジア・アフリ
カ言語
文化研究所、
一九七九年一
一
二月
「近代
インドにおける反
カl
ストの一
系譜lJ・G・プレ
ーの思想を
めぐって」
『東京外国語大学八十周年
記念論
集』
、四
四五1四六五ページ、
東京外国語大学、
一九
八
O年三月
一
「近代
インドの歴
史と民衆」、
近藤治編
『イ
ンド世
界!
歴史
と文化」
、
四四
1六三ページ、
世界思想社、
一九八四年
二月
一
「地域文化の
誕生
と発
展l西部
インド
(南
北文化の
かけは
一
し)」、
辛島昇
編「イ
ンド世界の歴史
像』 民族の世界史
一
七)、
三O六1三四ページ、
山川出版社、
一九八五年
一一
月
「イ
ンド国
民軍の
崩壊」
「アジア諸
民族連帯へ
の模索
」、
中
一
村平治
・桐山昇
編
『ア
ジア一九四五
年|
「大東亜
共
栄圏」
一
潰滅
の時』、
九六
j一O
五、一
五八1一八0ページ、
青
一
木書庖、
一九
八五年八月
一
「イ
ギリス
帝国と
インドの
位置つけl
第一
次大
戦期・戦後
期を
中心
に」、
中村平治
編
『アジア政治の
展開
と国際関
係』
、
八三一
1九六
ページ、
東京外国語大学アジア・アフ
一
リカ言語文化研究
所、
一
九八六年三月
一「ボ
ンベ
イの
シヴ
・セl
ナl
運動
1「
地域主義
」
の問
題を
めぐってl
」、
佐藤宏
編
『南ア
ジア現代史と国民統合」
、
一
一四
一1一
六九ページ、
アジア経済研究
所、
一九八八年
一
一一月
一
「イ
ンドの民族
解放運動と不可触民
解放
の課題」、
歴史
学研
一
究会
編『
必死
の代案
期待
と危機
の二O
年」
(講座
「世
一
界史
」
六)、
三六七1三
七九ペー
ジ、
東京大学出版会、
一
一九
九五年
一
「東アフリカ
における
Nイ
ンド人
問題41一
九二
0年代の
一
ケニ
アを
中心
に
」、『アジア・アフリ
カ言
語文化研
究』
四
一
八1四九合併号、
一一
一1一
一一一
五ペ
ージ、
東京外国
語大
一
学アジア・アフリ
カ言語
文化研究所、
一九
九五年一
月
一
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3・5SNOW
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ロ。-。mF]{由也匂
「独立インドの政治
」、
「海外事情
』 、
二一
1二五ペ
ージ、
拓
殖大学海外事情
研究所、
一九
九九年七1八月号
「インド洋に広がるインド系社
会」、
家島
彦一編
『海のアジ
ア②モンスー
ン編』
、
一一
一一1二
三六ペ
ージ、
岩波
書店、
二000
年
「インド社会とヒ
ンドゥl教」
、『経
済』七八
、
七九1九二
ページ、
新日
本出版社、
二OO二年三月
「M・K・ガ
lンデ
ィlと
日
本人
日中戦争をめぐって」
、
『アジア・アフ
リカ言
語文
化研
究』六
コ百万、
二一
九1一
七四ペ
ージ、
東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化
研究所、
二OO二年三月
「コスモポリ
タン都市ム
ンパイl
とシ
ヴ・セ
lナl党
」、『専
修大学人
文科学研究所月報』
二三O号、
一 1
一九
ペ
ージ、
二OO七年七月
「近
代アジアにおける宗教
と政治|インドの
キラl
ファト
運動と
トル
コの選択」、
『専修大学人
文科学研究所月報」
二三五号、
二三
一j五二ペ
ージ、
二OO
八年五月
「イン
ドの民族運
動とガン
ティ
lの登場」
、
和田春樹・趨景
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「岩波講座
・東アジ
ア近現代通史
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③世
界戦
争と
改造一
九二
0
年代」)
、
三六四1ゴ一
八一
ページ、
岩波
書庖、
二O一O年一一
月
U研
究 ・ 学 会 動 向
「B・G・
テイラ
ク研究の
動向
|近年におけるアメリカと
ソ連
での研 を中
心に|」、
「インド
文化
』八
、
八五1九
六ペ
ージ、
日印
文化
協会、
一
九六八年四月
「回顧
と展
望(
南アジア近
現代)
1一九六七年」、「史学雑
誌」
七七l五、
二五二
1二五七ペ
ージ、
史学会
、
一九六
八年五月
「インド
史研
究の
ための文献案内」
『東書高校通信・世界
史」
二三、
四1
五ペ
ージ、
東京書籍株式会社、
一九七二
年五月
「回顧
と展望
(南
アジア近現代)
|一九七
三年」
、「
史学
雑
誌』八三l五
、
二二七j二三
二ページ、
史学会
、
一九
七
四年五月
「近代マハlラlシュトラ
研究ノlト」
、「通信』
一九号、
一0
1一
五ペ
ージ、
東京外国語大学アジア・アフ
リカ言
語文化研究所、
一九七三年八月
「インドにおける歴史
研究
と歴史
教育」、
「歴
史評
論』
三七
三、
四五1五一ペ
ージ、
歴史
教育協議会、
一九八一年五
日川「回顧
と展
望
(南ア
ジア近現代)
|一
九八
六年」
、『史学雑
誌』九六l五
、
二六
七1二七
二ページ、
史学
会
、
一八八
七年五月
「イ
ンド近現代」、
三浦・東長・黒木
編『
イ
スラ
lム
研究
ハ
ンドブック』(講座イ
スラlム
世界別
巻)
、一
七
五1
一八
一0
ページ、
栄光教育文化研究
所、
一九九五年一O月
「日本
南アジア学会
」、
「アジア経済』
コ一八|四、
五七
1六
一
一ペ
ージ、
アジア経済研究
所、
一
九九七年四月
一「
資料収集
・公開班
報
告」、
南ア
ジア
構造・変動・
ネツ
一
トワ
l
ク季
刊」
一巻
二号、
七三
1七九ページ、
文部省科
一学
研究費・特定
研究A
「南
アジア世界の
構造変動と
ネツ
一ト
ワlク
」総括班
、
一九九八年
一一
月
一
「日本におけるイ
ンド関係・情報誌」、
長崎暢子
編『
地域研
究へ
の
招待
』(「現代南
アジア」①
)
六四
1六七ペ
ージ、
東京大学出版会
、二
OO二年九月
「イ
ンドにおける歴
史研究
と歴史
教育
|イ
ンド
人民
党
支配
下で
の歴史教科書
問題
」、『専修
史学』
ゴ一
七
号、
一
1 二
七
ページ、
専修大学文学部歴
史学専攻、
二OO四
年一 月
一V
翻訳
J・
D-
セlテ
ィ
「似非イ
ンド
人」
、『通信』
一一号、
一二
1 一
七ページ、
東京外国語大学アジア・アフリ
カ言
語文
化研究所、
一九
七O年二一
月
D・
D-
コl
サン
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「パガ
ヴァッド・
ギlタlの
杜会
的
・経
済的
諸側面
」、『通信」一
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一九ページ
)・
二三
号(
二0
1二九ページ)、
東京外国語大学
アジア・
一
アフリカ言語文化研究
所、
一
九七四
年一O月・一九
七五
一
年三月
一
N・
ラlム「第
三世界の
知識人
ーそ
の現実
と
将来の
役割」、
一
岩波書庖
編集
部編
「現代
世界の
危機
と
未来への展望
』、
一
一四
九一
1 八
二
ページ、
岩波書庖、
一九
八四年
一
J・P
-ヘイ
スコ
ックス著
『イ
ンドの
共産主義と
民族
主
一
義|M・N・ロイ
とコ
ミン
テルン
』(
中村平治・
内
藤雅
一
雄共
訳)、
岩波書庖、
一九八五年
一
G・パルレlカル
著『
イ
ンド
先住
民解
放の
道
ワlル
リl
一
の戦いの
記録』
、
明石
書庖、
一九
九七年
羽書
評・対談など
山折哲雄
『アジア
・イ
デオロギ
ーの
発掘』
(勤草書房)
、『
中一
外日
報』
、
一九六八年六月二
三・二五・二六・二七日
(木一
村清孝氏と
共評
)
「ガンジー』(ル
イ
ス・フ
イツシャl著、
古賀勝郎訳、
紀伊
一
国屋書庖)、『図書新
聞』、
一九六九年二月二四日
一
『イ
ンド
「緑
の革
命」
と「
赤い
革命」』(ラッ
セ・
ベルグ/
リサ
・ベルグ著、
森谷文昭訳、
朝日
新聞社)、『週刊読書
一
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、
一九七三年六月二五日
一
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一
一
口己E・
5吋ω・
『アジア経済
」一
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九六1九九
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ジ、
アジア経済研究
所、
一九七五年七月
『わ
がふるさ
との
「イ
ンド」』
(p・モ
ハン
ティ著、
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捷訳、
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赤旗』
、
一九
一
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二月
一一
日
「イン
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軍』(丸山静雄
著)、「
赤旗』
、
一九
八五年二
一月
九日
一「イ
ンド独立
逆行の
中の
チャ
ンドラ
・ボ
lス
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向子
著)、『歴
史学研究』
、
六一
O、
五二
1五五ペー
ジ、
歴
史学研究会、
一九
九一年
一月
「イ
ンドのス
ワデ
lシl運動と明治
日本」、「国
際協力』
一一
司八
1二
九ページ、
国際協力事業団、
一
九九三年三月
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)(下
)(
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一一01一
一五
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一一一
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一l
ジ、
大修館書居、
一九
九二年六・七月
一
「イ
ンドのス
ワデ
!ンl運動と
明治
日本
」、「国際協
力』:
-
七ー二九ページ、
国際協力
事業団、
一九九七年
三月。
『回想の
日印
関係|三角
佐一郎談話」
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佐藤宏
・松
一
本惰作・藤井毅・
内藤雅雄)
、
東京外国語大学、
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八年一月
一
四時
事・政治動向その他
一
「イ
ンド独立
とハ
リジ
ャン
(旧不可触民
)」、
「歴史学研究』
三九三、
五九1六三ページ、
歴史学研究
会、
一九
七一一一
年一
に月
「イ
ンド
から
見た明治
末期
の日
本」、
『歴史公論」
一一四
1
一
一二0ページ、
雄山
閥、
一九七六年九月
「第
一次大
戦後の
イ
ンド統治と
民族運動
」、『歴史公論』
六
一
一1六三ページ、
雄山
閥、
一九七七年九月
­
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ンドの分離
独立
とガ
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」、
「サ
ルボ
ダ
ヤ』
一
一
八l一、
一一
一一1 八ページ、
日印
サルボ
ダ
ヤ交友会、
一
一
九七 年 月
一
「コ
lンク
ニl語」、づ一
一日語学
大辞典」第
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上
(亀井・川
一
野・千野
編)
一七九五1 七九七ページ、
三省
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一九
一
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「イ
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」、『イ
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一
二01三七ページ、
アメリカ
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エクスプ
レス
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イン
タ
一
ナショ
ナル・
ジ
ャパ
ン社、
一九八九年一O月
「ラ
lム寺院
問題
とイン
ド人民党
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『イ
ンド季報』
一
二三
l三、
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三四ページ、
日印調査委員会、
一
一年一
二月
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の国民統合
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問題
」、
「地理
-
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O、
七1八ページ、
二宮書庖、
一九九一年
-
七月
一「インド、
南アジアの行方
を
探る」、「アジア
・アフリカ・
-
ラテンアメリカ」
三八一、
二1三ページ、
日本アジア・
アフリカ・
ラテンアメリカ
連帯委員
会、
一九九二年
一一
月
一日
一「パン
ジャlブ州
の選挙」、「イン
ド季報』
一一
一一一
l四、
二八
ー三二ページ、
日印調査委員会、
一九
九二年
三月
「フレl、
シャ
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l、
そし
て今
」、『
春秋』ぬ
コ一
三七、
二
一
五j
二七ページ、
春秋社
一九九二年四月
一「
インド人民党(BJP)
の動向
」、
「イ
ンド季報」
二四
一
一、
二八1一三二ページ、
日印調査委員会、
一九九二年六
日川
一「
インド人
民党(BJP)
とアヨ
lディ
ヤ問題
」、「インド
一
季報』二四|二、
三0
1三五ページ、
日印調査委員会、
一九九二年九月
一「
ア
ヨ l
デイ
ヤ問題
の衝撃
」、「インド季報」
二四
l三、
一
一
六1
二二ページ、
日印調査委員会、
一九九
二年
二一
月
一
「ボ
ンベイ、
インド海軍の反
乱」、『事典
イスラ
lム
の都 一九九
市性』
(板垣雄三・後藤
明編)
五O八
1五
O九ペ
ージ、
亜紀書房、
一九九二年
「マ
ラl
ティ
l語」、
「言
語学大辞典」
第
四巻下
|二
(亀井
・川野・千野
編)、
四四1四六ページ、
三省
堂、
一九九
二年
「揺れるイン
ド|コミユナリズム
の危険な台頭
」「アジア・
アフリカ
・ラテンア
メリカ』三九四、
二1三ページ、
日
本アジア・アフリカ・
ラテンアメリカ
連帯委員
会、
一九
九三年三月一日
「ヒンドゥ
l・コミユナル
勢力の動き」
、「イン
ド季報』
二
四ー四、一一一
一一
1三
七ページ、
日印調査委員
会、
一九九三
年三月
「イン
ド人民党(BJ
P)
をめ
ぐる状況とラl
ム寺
院建設
問題」、『インド季
報』
二五|一、
一六1二二ページ、
日
印調査委員会、
一九九三年六月
「対
南アジア関係
」、
「中国総覧』
(一九九四
年版)、
一一一一
ー二
一八ページ、
霞山会、
一九九四年
「インド人
民党
の動向
」、
『インド季報」
一一
六|一、
一一
一一一
1
二四ページ、
日印調査委員会、
一九九四年六月
「マハlラlシュトラの政治と
ガカイルナ1ル
現象乙、
「イ
ンド季報』
二六|二
、
二一二1
二五ページ、
日印調査委員
会、
一九九四年九月
「マ
ハ1ラ1
シユトラ
|
シユリlクリシ
ユナ調査委員会報
一
告、
バン
グラデシュ人
追放
」、
「インド季
報』
三Ol
二、
-
二五
1二七ページ、
日印調査委員会、
一九九四年九月
-「州政治の新展開
|マハlラ
1シ
ュトラ
」、『インド季報」
一
二七|
一、
二二1
二五ページ、
日印調査委員会、
一九九
一
五年六月
一
「半裸のファ
キlルlガ
lンディlのたどっ
た道」、
小西正
捷・宮本
久義編
『イ
ンド・道の
文化
史』、
二七二1二八
八ページ、
春秋社、
一九九五年二
月
一
「エ
ンロン・
プロジェクトをめぐる問題
」、「インド季報』
一
二七|
二、
一四1
一八ページ、
日印調査委員会、
一九九
一
五年九月
-「野党
の動き」、『
インド季報』
二七
l三、
二一
1二
五ベ
l
一ジ
、日
印調査委員会
一九九五年
一二
月
一「総
選挙
後のインド人
民党
(BJP)」
、「インド季報」二八|
一
一、
二三1
二五ページ、
日印調査委員会、
一九
九六年六
日川
一「グ
ジャラlトにおけるイン
ド人
民党
(BJP
)分
裂劇と
一そ
の波紋」、
「インド季報」
二八
l二、
三一1二一
三ページ、
一日
印調査委員会
一九九六年九月
「第
十一代インド
大頭領選挙
」、『イン 季報』
二九
一、
二九1コ二
ページ、
日印調査委員会、
一九九七年六月
「ナ
lラl
ヤナ
ン
大統
領の就任と副大統
領選挙」、
「インド
一
季報』
二九|
二、
三一
1二一
三ペ
ージ、
日印調査委員会、
-
一九九七年九
月
一
「アジアの言
語事情・イ
ンド」、『
一言語』二六
|一
一、
七四
一
ー七七ページ、
大修館書店、
一九九七年一O月
「第一次世界大
戦とインド民
族運動」、『歴史地理教育」
恥
一
五九一、
二八1
コ二二ページ、
歴史教育者協議会、
一九九
一
九年三月
一
「ヒンドゥ
l原理
主義勢力によ
る襲撃
事件」
、『インド季報」
一
一二O|四
、
二四1二
八ページ、
日印調査委員会、
一九
九一
九年三月
一
「各州の政
治状況
|州政府の交代
と州議
会選挙」、「インド
季報」
一三|二、
三二
1一二六ペー
ジ、
日印調査委員会、
一九九九年 月
一
「ロlマ法王の訪印
とインド
政治」、
「インド季報」
一一一一
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一
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一
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」、「インド季報」
一一一一
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一
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印調査委員会、
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1一二四ページ、
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七
六1八一ページ、
歴史教
育者協議会、
二OO七年一月
「世界の中のイン
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、『
歴史地理教育』
ぬ七
一七、
一一
六
-
1一一九ページ、
歴史教育
者協議会、
二OO七年七月
一
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跡を追う旅」、
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人
一
は何を
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一一
1二七ページ、
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一「ム
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イl・
テロを通し
てみる最近の
南アジア」、『歴史
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八六
1九
四ページ、
歴史教育協議会
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ティl語
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編
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1一一一七ページ、
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修館書庖、
一
二OO九年
